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＜緒言＞ 
 リグニンは地球上の植物バイオマスの中でセルロースに次いで 2番目に多く存在する。また、紫外線
吸収性・抗酸化性などの機能が期待される高分子である。植物では細胞壁に存在し多糖類(セルロース、
ヘミセルロース)と物理的・化学的に結合している。よってリグニンの抽出には一般に強酸や強塩基を
用いた高温処理を必要とするため、多大なエネルギー投資や廃液処理などによる環境負荷が大きい。ま
た、抽出されたリグニンは変性し、大半が熱源としての利用にとどまる。以上の背景を受け、環境適合
型プロセスによりリグニンを抽出し高付加価値利用する手法の開発が急務である。近年産総研敷中らは、
環境負荷の少ないリグニン抽出法である「同時酵素糖化粉砕法(SESC)」を開発した［1］。SESC は植物の
湿式ミリングと同時に酵素による多糖類低分子化をおこない、多糖類を糖液としてリグニンをコロイド
水分散液としてそれぞれ抽出する方法である。SESC は有害薬品を要せず穏やかな条件（50℃, 1 気圧, 水
中）で低変性のリグニン(SESC リグニン)を与える。本研究では SESC リグニンと低結晶性ポリプロピレ
ン(LCPP)やポリエチレン(PE)の複合膜を作製し SESC リグニンのフィラーとしての機能を評価した。ま
た SESC リグニン抽出において酵素除去またはミリング回数減少をおこない SESC リグニン-多糖類複合
物を得た。これとポリエチレンカーボネート(PEC)の複合膜を作製し、残存する多糖類の割合が与える
物性の違いを評価した。 

＜実験＞ 
湿式ビーズミル装置とジルコニアビーズ(粒径 0.1～0.5mm)を用いて、スギ植物粉・リン酸緩衝液・糖

化酵素の混合物を 50℃で 2時間ミリング処理×2回(SESC)した後、遠心分離により残渣スラリーとして
リグニン(SESC リグニン)を得た。この際ミリング処理回数減少(1 回)または糖化酵素除去を行いリグニ
ン-多糖類複合物を得た。SESC リグニンまたはリグニン-多糖類
複合物とポリマーの複合膜は先行研究［2］を参考に作製し、引張
試験で機械強度、熱重量(TG)測定で分解開始温度の評価をそれぞ
れおこなった。 

＜結果と考察＞ 
LCPPにおいてSESCリグニン添加に応じた複合物の機械強度向 

上は見られたが、PEC の場合で見られた［2］分解開始温度の変化
は確認されなかった。本結果は LCPP の熱分解機構が PEC と異な
るため、SESC リグニンは LCPP の耐熱性向上に寄与しないことを
示唆する。また、SESC におけるミリング回数減少で得られた SESC
リグニンは、従来の SESC に比べ多い添加量を要するが、PEC に
対し耐熱性フィラーとしての機能を果たすことが明らかとなっ
た(Fig.1)。 
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Fig. 1  TG results of PEC/SESC 

lignin-polysaccharide 


